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博士課程教育リーディングプログラム 
Program for Leading Graduate Schools 

   平成23年度〜文部科学省・日本学術振興会 

【目的】 産学官にわたりグローバルに活躍する 
     リーダーを養成すること 
①国内外の企業・公的機関・NPO等を中心として研究以外の 
  フィールドでリーダーとして活躍できる人材 

②高い国際性・学際性をベースとして、俯瞰的な視点から社会的 
  課題に挑戦し、解決に導ける人材 

③確かな研究能力をバックグラウンドにイノベーションをけん引 
  するプロジェクトをマネージメントできる人材 

④主体的に目標を立て、国内外の多様なステークホルダーを 
  調整・統括して達成を図れる人材 
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「ウェルビーイングinアジア」実現に向けた 
女性リーダー育成プログラム 
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プログラムの目的： 

 アジアのウェルビーイング（個人の権利や自己
実現が保障され,身体的,精神的,社会的に 
良好な状態にあること）の実現に資するグロー
バルに活躍する女性リーダーの養成 

 男女共同参画の重要性を認識し,実践して 
いける男性リーダーを育成 

 高度な専門性，俯瞰的視野および国際性を
養う（６部局融合による教育） 

食 

社会システム 

環境 

健康 

農学 医学 

教育 

国際開発 保健 

国際開発研究科 医学系研究科（医学・保健） 

生命農学研究科 教育発達科学研究科 

農学国際教育研究センター 男女共同参画センター 

プログラムの概要 



女性の活用は日本の長期成長戦略として最も重要な課題 

グローバル化にともない「食・健康・環境」分野における
アジアでの共通課題の解決が必要であり、企業等のアジア
進出・展開が進む現在、アジアの女性リーダー同士 
のネットワークとパートナーシップを担う人材 
（女性リーダー）が必要 

背景： 
◆日本では女性の活用が世界的に極めて遅れており 
 女性リーダーは限定的（ジェンダーギャップ指数：121位/153カ国) 

◆アジア各国では女性リーダーを輩出 
◆女性は伝統的に「食･健康･環境」分野に貢献し、 
 次世代育成に中心的な役割をはたしてきた 

なぜ女性リーダーの育成が必要か？ 

「ウェルビーイング」に資する「女性リーダー養成」 

順位 国名 

1 アイスランド 

2 ノルウェー 

3 フィンランド 

16 フィリピン  

 75  タイ  

87 ベトナム  

121 日本 

2019GGI/153ヵ国中 



 
優秀な学生をグローバルに活躍するリーダーへと導く 

一貫した学位プログラム 

国際開発研究科 

国際社会への 
ステップ・アップ 

研究能力・実務能力・ 
リーダーシップ力の強化 

キャリアプランと 
博士研究課題の深化 

博士課程研究課題の 
設定とネットワーク作り 

自己とアジアのウェルビ
ーイング課題の発見 

グローバル企業，国際機関， 
政策決定機関, 大学等研究機関 

各部局での高度な専門性と 
俯瞰的視野と国際性を養う 

異分野融合の研究課題を通じた 
グローバルリーダー育成 

全て英語によるプログラム 

医学系研究科（医学・保健） 

生命農学研究科 教育発達科学研究科 

農学国際教育協力研究 男女共同参画室 

対象：女子学生が主体 
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学生をグローバルに活躍するリーダーへと導く一貫した 

学位プログラムと履修生の活躍が期待される分野 
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国際社会への 
ステップ・アップ 

研究能力・実務能力・ 
リーダーシップ力の強化 

キャリアプランと 
博士研究課題の深化 

博士課程研究課題の 
設定とネットワーク作り 

自己とアジアのウェルビー 
イング課題の発見 

グローバル企業，国際機関，政策決定機関, 大学等研究機関 

Qualifying Examination 

グローバル 
リーダー論 

 
 
 
 
 

海外実地研修１ 

海外実地研修2 

海外研修演習2 

海外研修演習１ 

キャリア支援 

研究指導 
 

基盤教育 
基盤科目 (B) 
 開発協力論， 
 国際開発入門等 

基盤科目 (C) 
 教育とウェルビーイング， 
 アジアのヘルスケア 
 システム概論等 

英語科目 
アカデミックライティング等 

インターンシップ 

多文化共生特論4 

女子学生を主体（男子学生も含む） 
国際開発研究科・医学系研究科（医学・保健） 

生命農学研究科・教育発達科学研究科 

多文化共生特論3 

多文化共生特論2 

多文化共生特論1 

多文化共生特論5 

研
究
科
を
超
え
た
学
生
交
流 

単
位
制
に
よ
る
履
修
状
況
把
握 

プログラムの概要 

英
語
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム 
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多文化共生特論（クロスカルチャルトーク） 

2日間集中講義（2019年10月2日，11月9日）全履修生が参加 

2019年10月2日 

テーマ 

2015年度 
Diversity and Difference in Culture 
and Gender Issues 

2016年度 
Multidisciplinary Research 
 ~Cross-Culture & Cross-Research~ 

2017年度 
Career building in multicultural 
context 

2018年度 

Integration of learning experience  
in Well-being Program 
～Toward sustainable society 

2019年度 What is “Well-being” for us? 

多様性理解への要となる講義 
学生主体で2020年度以降も継続 

D3を中心に各学年代表者による 
CCT実行委員会を毎年組織化 

独自の取組と成果 
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グローバルリーダー論 

産業界・学業界・国際機関の 
キャリアパスを想定した講師陣の招聘（例） 

国内外の多様なセクターからの第一級の教員、メンターやTＡの活用を
はじめとする組織的な指導体制 

吉田明子氏 
コニカミノルタ（株） 

垂井美枝子氏 
元UNICEF 本部人事次長・ 
グローバルリーダーシップ 
ＬＬＣ代表 

高瀬千賀子氏 
国連連合地域開発センター 
（UNCRD)前所長 

家田菜穂子氏 
(元生命農学WB特任助教) 
FAO オフィサー 

Lourdes Tejero氏 
フィリピン大学 
看護学部長 

吉田晴乃氏 
BTジャパン（株） 
代表取締役社長 

➢各講義のテーマに合わせた講義 
➢グループディスカッションやワークショップを実施 
➢講義収録，講義後は全履修生が閲覧可能 
➢2018年度より，他リーディング（フロンティア 
  宇宙）との相互読替可能な共通科目 
   →大学院共通科目への足掛かり 
➢講義終了後，キャリア相談会の実施 
  →継続サポート希望の学生には 
    個別メンターとして指導 

講師による 
キャリア相談会 

大学院教育推進機構にて内製化 
2020年度以降も継続 

独自の取組と成果 
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学習の成果（海外実地研修） 

海外研修事後報告会の実施 
研究科を横断し，グループとしての学びの共有 

Forum of International Development Studies. 48-s1 (Mar. 2018), 2018年3月 

Research Report from the Overseas Training Program 2 
2017 in Thailand on “Migrants, Minorities and the Role of 
Women” 
Keiko MIGLIACCHI, Eri NANIZAWA, Miki ONIDANI, Wang QUIANRAN, Soria RIN, Jennifer 
STEWART, Perera MANEEJUK, Tanya PROMBUROM, Waraphon YAMAKA, Eiji SHINKAI, 
Naoko SHINKAI, Ariya SVETAMRA,Nalitra THAIPRASERT  

学生の学びをまとめて冊子化 

成果を論文にて公表 

日本看護医療学会雑誌  第17号 No. 2 p42-46, 2015年 

分野横断型リーディング大学院プログラムにおける 
短期海外研修の試行 
山品博子，浅野みどり，入山茂美，小寺吉衛，榊原久孝，石田和人， 
伊藤恵美，川村久美子，ソー ユ モン，里中綾子 

日本看護医療学会雑誌 2019年発行予定 

ミャンマーの健康状況に関する現地視察報告 
山品博子，榊原久孝，浅野みどり，伊藤恵美，里中綾子 

名古屋大学国際教育交流センター紀要  第5号 p33-41, 2018年10月 

分野横断型プログラムにおけるミャンマー海外実地研修 
ーどのようにミャンマー研修は成立したかー 
中西啓介，若林真美，榊原久孝，入山茂美，浅野みどり，里中綾子， 
星野晶成 

独自の取組と成果 



10 

修了生の活躍（例）：2018年度卒業生Aさん 

世界で役に立つ人材へ 

看護師として6年間勤務 

 

UNFPAインターン（タイ） 

海外研修（インドネシア） 

JICAインターン（カンボジア） 

海外研修（カンボジア） 

アイシーネット（開発コンサル） 

NY/DC研修 

入学 

M1 

M2 

D1 

D2 

D3 
学位論文作成中 

”Factors associated with medication 
adherence among patients with 

diabetes mellitus in the poor urban 
areas of Cambodia” 

研究フィールドを日本からカンボジアへ 

就職 

2019年7月28日 

独自の取組と成果 



Please visit us! 
http://www.well-being.leading.nagoya-u.ac.jp 

総合保健学専攻関連教員 
 
 検査：川村久美子先生 
 放射：早川 高子先生 
 理学：足立 拓史先生 
          (WB1期生） 
 作業：星野 藍子先生 
 看護：入山 茂美先生 
     中西 啓介先生 
 代表： 浅野みどり  


